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令和８年９月射水市議会定例会の開会に当たり、提出いたしました案件の説

明に先立ちまして、一言申し上げます。 

 

はじめに 

去る８月２７日、富山県と石川県に線状降水帯が発生し、記録的な大雨とな

り、氷見市をはじめ各地で大きな被害が生じました。本市においては、土砂災

害の危険性が高まったことから避難指示を、和田川が氾濫する恐れがあること

から高齢者等避難を発令し、市内７か所に避難所を開設いたしました。 

今月は千葉県、福井県においても記録的な大雨による車両の水没や家屋への

浸水、土砂崩れなど甚大な被害が発生しました。今後も秋雨前線の停滞による

大雨が予想されており、引き続き、市民の皆様の安全と安心の確保を最優先に

全力で取り組んでまいります。 

また、７月２８日に発生した令和８年熊本地震では、熊本県内を中心に家屋

の倒壊や土砂崩れなど、甚大な被害が発生いたしました。 

このたびの災害により亡くなられた方々に深く哀悼の意を表しますととも

に、被災された皆様に謹んでお見舞いを申し上げます。 

本市におきましては、熊本地震の発生を受け、全国青年市長会を通じて迅速

に携帯トイレや飲料水などの支援物資を被災地に提供しました。また、富山県

と県内市町村で編成する被災地応援チームの一員として今月２７日から来月
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２日までの期間、熊本県宇城市に市職員１名を派遣するなど、物的、人的の両

面において支援を行っております。 

今回、特に暑さが厳しい時期に最大震度７を観測する地震となり、避難所や

災害対応に当たる方の暑さ対策・熱中症対策の重要性が再認識されました。本

市におきましては、主要な避難所となる市内公立小・中学校全ての体育館に令

和１０年度末までに空調設備を導入する予定としており、順次整備を進めてい

るところであります。 

改めて、災害が季節や場所に関係なく、時として繰り返し起こり得るもので

あること、さらには、平時から訓練等の備えが重要であることを感じたところ

であり、昨年度見直しを行った本市地域防災計画を踏まえ、１０月２５日に二

口地区において今年度の市総合防災訓練を実施いたします。 

訓練では、防災キーボックスや避難所初動運営キット（ファーストミッショ

ンボックス）を活用した避難所開設訓練を行うなど、手順等の習熟に努めると

ともに、デジタル技術を活用した避難所受付の試行や、要配慮者・外国人・ペ

ット同行避難への対応など、実際に災害が発生した際に適切な避難行動につな

がるよう実施してまいります。 

引き続き、市民の皆様の防災・減災に対する意識の向上を図るとともに、災

害に強いまちづくりに取り組んでまいります。 

次に、庄川水系上流の御母衣ダムの貯水率低下に伴う影響につきましては、
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現時点において取水制限による本市の水道水への供給に大きな支障は生じて

おりませんが、引き続き、関係機関と連携を図りながら対応してまいります。 

 

１ 最近の経済情勢について 

次に、最近の経済情勢について申し上げます。 

内閣府が発表した８月の月例経済報告によりますと、景気の先行きにつきま

しては、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支えること

が期待されるものの、中東情勢や自然災害の影響を引き続き注視する必要があ

るとしております。 

こうした中、国におきましては、７月２１日に閣議決定した「経済財政運営

と改革の基本方針２０２６」に基づき、「責任ある積極財政」の考え方の下、

「強い経済」と「財政の持続可能性」を一体的に実現し、デフレに後戻りしな

い「成長型経済」への移行を確実なものにするとしています。 

また、中東情勢に対しては、当面の措置として燃料油に対する緊急的な激変

緩和措置や電気・都市ガス料金の負担軽減策等を実施するとともに、重要物資

の安定供給の確保及び流通の円滑化等に努め、令和８年度予算に加え、補正予

算を情勢の変化に応じて適切かつ機動的に執行するとしています。 

本市といたしましても、今定例会に提出した補正予算案に中東情勢の影響を

受ける市内中小企業・小規模事業者が県の「経済変動対策緊急融資（中東情勢
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特別対策枠）」を利用する際に必要となる信用保証料を助成するための費用を

計上しており、引き続き、国・県の動向及び市内の経済状況等を踏まえ、国・

県への要望や新たな支援策の検討など、必要な措置を講じてまいります。 

 

２ 市政の取組状況について 

次に、最近の市政の取組状況について申し上げます。 

学校法人浦山学園が令和１０年４月の開学に向け準備を進めている（仮称）

高志大学の設置につきましては、去る７月２１日に富山県知事に対し、また、

７月２３日には文部科学省に対し、蔵堀富山県副知事と設置認可及び財政的支

援等を要望してきたところであります。 

本市としましても、大学の設置は、若者の定着や人材育成といった課題解決

に大きな役割を果たすものと期待しており、今定例会の補正予算案に企業版ふ

るさと納税を活用した大学等設置促進助成金２億２，０２０万円を計上すると

ともに、県と協調して施設整備を支援するため、２億円の債務負担行為の設定

を上程しております。 

地元経済界からも大きな期待が寄せられる本事業に対し、今後とも県と緊密

に連携を図りながら、地域と一体となった魅力ある大学づくりを支援してまい

ります。 
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地方創生の推進につきましては、今定例会に「第３期射水市創生総合戦略」

の進捗状況報告書を提出しており、引き続き、社会情勢の変化や市民ニーズの

多様化等に的確に対応しながら、人口減少の抑制と地域活性化を図るため、各

種施策を積極的に展開してまいります。 

 

有害鳥獣対策の推進につきましては、今年度に入りクマの痕跡や目撃情報が

相次いでおり、市民の皆様には引き続き、警戒していただくようお願い申し上

げます。市としましては、出没情報の迅速な提供やパトロールの強化に取り組

むとともに、警察及び猟友会等と連携を図りながら安全・安心の確保に努めて

まいります。 

 

上下水道の充実につきましては、去る７月３０日に第２回上下水道事業経営

委員会を開催し、最新の経営状況と収支予測を織り込んだ投資財政計画や料金

算定の考え方等、事業運営の根幹に関わる重要な論点について、委員の皆様に

説明し、活発かつ慎重な審議をしていただいたところであります。 

引き続き、委員会での専門的な協議を深め、より適正かつ持続可能な料金水

準及び具体的な経営計画を策定してまいります。 

 

公園整備の推進につきましては、田中基金を活用して整備を進めてまいりま
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した大島中央公園のインクルーシブ遊具が完成し、去る７月２８日に除幕式を

実施いたしました。 

また、歌の森運動公園大型複合遊具の更新につきましては、公募型プロポー

ザルによる事業者選定委員会において、利用者である子どもたちの評価も採点

に加え、優先交渉権者を選定し、契約を締結したところであります。 

今後、遊具等の詳細設計や、製作及び設置について事業者と協議を行い、令

和９年３月下旬の一部工事完成に向け、整備を着実に進めてまいります。 

 

港町地区の液状化対策につきましては、地下水位低下工法による事業実施に

関して、地元自治会との合意形成が図れたことから、今後は詳細設計を実施し、

今年度中の本工事着手に向けて事業を進めてまいります。 

  

消防・救急体制の強化につきましては、整備を進めてまいりました高機能消

防指令システム改修工事を終え、９月１４日から本システムと今回新たに導入

しましたＬｉｖｅ１１９の本格運用を開始いたします。通報者からの情報を基

に、災害・事故現場の状況を早期に把握し、より迅速かつ的確な消防・救急活

動を行うなど、引き続き市民の安全・安心を守る体制の強化に努めてまいりま

す。 
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ジェンダー平等の推進につきましては、第３次男女共同参画基本計画の策定

に向け、去る７月２２日に男女共同参画審議会を開催し、国等の計画や市民意

識調査の結果等を踏まえ、本計画の骨子案を取りまとめたところであります。

性別にかかわらず、誰もが個性と能力を発揮でき、自分らしく安心して暮らせ

る社会、多様性を尊重し、誰一人取り残さない社会の実現を目指し、引き続き、

計画の策定を進めてまいります。 

 

障がい者福祉の推進につきましては、第８期障がい福祉計画・第４期障がい

児福祉計画の策定に向け、去る７月１５日に障がい者総合支援協議会を開催し、

国の基本指針並びにアンケート調査等による本市の課題やニーズ等を踏まえ、

本計画の骨子案を取りまとめたところであります。 

引き続き、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、必要な障害福

祉サービス等の提供体制の充実に向け、計画の策定を進めてまいります。 

 

高齢者福祉の推進につきましては、高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険

事業計画の策定に向け、今月６日に第２回高齢者保健福祉・介護保険事業計画

推進委員会を開催し、昨年度に実施した各種アンケート調査から見えてきた高

齢者及び介護保険サービス事業所等のニーズや、国から示された基本指針案を

踏まえ、本計画の骨子案を取りまとめたところであります。 
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今後は、地域包括ケアシステムを更に深化するとともに、介護人材の確保と

職場環境改善に向けた生産性向上に関する取組の充実を図るなど、本市の実情

を踏まえた実効性のある計画の策定を進めてまいります。 

 

健康づくりの推進につきましては、第４次食育推進計画の重点的な取組のひ

とつとして「朝ごはんを食べよう！」を掲げており、その一環として「いみず

朝ごはんレシピコンテスト」を実施しており、多くの皆様からレシピの応募が

あったところです。来たる１０月３１日には、優秀レシピの表彰や親子で楽し

みながら朝ごはんや食について学び、体験できるイベントを開催するなど、今

後も食育を通じた市民の健康づくりを推進してまいります。 

 

市民病院における在宅医療の推進につきましては、市内医療機関、福祉・介

護施設等との連携強化や、かかりつけ医等の協力病院としての役割を担うとと

もに、通院が困難な方に対して訪問診療を行っています。 

また、今月から新たに訪問歯科診療を開始したほか、今後は介護保険が適用

される居宅サービス事業等に取り組むなど、更なる在宅医療の充実を図ってま

いります。 

 

観光の振興につきましては、来たる１０月１２日から１５日にかけて台湾を
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訪問し、石川県羽咋市と連携して観光トップセールスを行うとともに、現地旅

行会社を招いた観光商談会の開催を計画しております。富山湾の魚を使った寿

司のＰＲイベントも併せて開催し、更なるインバウンド誘客につなげてまいり

ます。 

 

空き家対策の推進及び内川周辺エリアの魅力向上につきましては、昨年度に

引き続き、１１月２０日から３日間の日程で、内外の専門家の指導のもと、実

際の空き家を対象に参加者が具体的な利活用プランを考える「リノベーション

スクール」を開催することとしております。まちの課題に向き合いながら、新

たな事業を生み出していく民間プレイヤーを発掘し、内川周辺エリアの更なる

価値向上につなげてまいります。 

 

野手埋立処分所の整備につきましては、現在、進めている埋立地の拡張工事

に併せて、長期間使用してきた浸出水処理施設の改修工事に着手することとし

ており、引き続き、令和１０年３月の工事完成に向けて円滑な工事の進捗に努

めてまいります。 

 

カーボンニュートラルの実現につきましては、使い捨てプラスチックごみや

温室効果ガス排出量の削減を強化し、給水文化の推進を目指すことを目的とす
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る「ｍｙｍｉｚｕ（マイミズ）自治体アライアンス」に県内で初めて参画しま

した。マイボトルの利用促進に向け、学生や市内事業者の皆様と連携した事業

を展開するなど、ゼロカーボンシティいみずの実現に向けた取組を推進してま

いります。 

 

芸術文化活動の推進につきましては、１１月１４日に高周波文化ホールにお

いて「第６回全国万葉故地サミット射水市大会」を開催いたします。全国の万

葉集ゆかりの自治体と歴史文化の継承や相互交流を目的としたシンポジウム

のほか、基調講演やアトラクションの実施などを通して、市民の皆様に万葉集

に親しむ機会を提供するとともに、本市の歴史文化の魅力を発信してまいりま

す。 

 

文化財の保存と活用につきましては、１１月２８日に高周波文化ホールにお

いて「とやまのユネスコ無形文化遺産１０周年・追加登録記念シンポジウム」

が開催されます。ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」に登録され１０

周年を迎えた高岡・魚津・城端と、昨年１２月に追加登録された放生津のあわ

せて４つの団体が連携し、行事の価値や魅力を発信するほか、次世代に向けた

保存・継承について考える機会となっております。 

また、新湊博物館においても、多くの皆様に放生津をはじめとする県内の山・
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鉾・屋台行事の魅力に触れていただく機会として１１月２７日から特別展「放

生津八幡宮祭の曳山・築山」を開催します。 

 

公共施設マネジメントの推進につきましては、令和９年度からの第２期公共

施設包括管理業務委託に向けて、事前確認公募方式による事業者募集を行った

ところ、申込期限までに応募がなかったことから、随意契約候補者である日本

管財株式会社と基本協定を締結し、契約に向けた協議を進めております。引き

続き、公共施設包括管理を土台とする本市の公共施設マネジメントの取組を推

進してまいります。 

 

健全な行財政運営の推進につきましては、「第５次行財政改革集中改革プラ

ン」の令和８年度改訂版を策定したところであり、引き続き、社会情勢に柔軟

に対応しつつ、本プランに示す具体的な取組を着実に実行することにより、良

質な行政サービスの提供と効率的で効果的な行財政運営に取り組んでまいり

ます。 

また、使用料及び手数料の適正化につきましては、施設の維持管理・運営費

の上昇を踏まえ、受益と負担の適正化の観点から見直しを行うこととしており

ます。今定例会では、平成３０年９月に策定した「使用料・手数料の適正化に

関する基本方針」に基づき、コスト計算の概要等をお示ししており、今後は、
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各施設の設置目的等を踏まえた設定料金と急激な値上げによる市民生活への

影響等との調整を図りながら、令和９年度の新料金の適用に向けて取り組んで

まいります。 

 

カスタマーハラスメント対策につきましては、職員が安心して働ける就業環

境がより良い行政サービスの提供につながるという考えのもと、このたび、「射

水市職員カスタマーハラスメントに対する基本方針」を策定したところであり、

引き続き、市民の皆様からのご要望やご意見には丁寧かつ真摯な対応に努めつ

つ、不当な要求等に対しては、組織として毅然と対応してまいります。 

 

３ 提出案件について 

次に、提出いたしました案件の概要について申し上げます。 

まず、一般会計補正予算について申し上げます。 

今回の補正は、国の重点支援地方交付金を活用し、エネルギー価格高騰の影

響を受ける事業者等を支援するための経費等を追加するものであります。 

補正額としましては、９億２，４７１万３千円を増額し、予算総額を４８４

億６，３１１万３千円とするものであります。 

また、令和７年度決算上剰余金の一部につきましては、地方財政法の規定に

基づき、財政調整基金及び減債基金に積み立てております。 
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特別会計につきましては、国民健康保険事業特別会計など５つの会計におい

て、総額で７億８，６２２万５千円を増額し、予算総額を４０８億６，５３７

万９千円とするものであります。 

 

次に、予算以外の議案について申し上げます。 

条例議案としましては、職員の地域活動への参加を促進するための「射水市

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について」など２件を提出し

ております。 

 

条例以外の議案としましては、「野手埋立処分所浸出水処理施設改修工事請

負契約について」など８件を提出しております。 

 

報告案件につきましては、地方自治法第１８０条の規定による専決処分や継

続費の精算について報告するものであります。 

 

また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、令和７年度

における健全化判断比率及び資金不足比率について、監査委員の意見を付けて

報告しております。 
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認定案件につきましては、令和７年度一般会計歳入歳出決算及び各特別会計

歳入歳出決算、並びに各企業会計決算の７件について、監査委員の意見を付け

て提出しております。 

あわせて、地方自治法第２３３条第５項の規定により、「令和７年度一般会

計及び特別会計における主要施策の成果に関する報告書」を提出しております。 

  

以上が、本日提出いたしました案件の概要であります。 

何とぞ、慎重審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 


